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StatusBarコントロール
～ProgressBarコントロール、
Timerコントロール
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・この記事で取り上げたソースコードおよび
サンプルプログラムは、付録CD-ROMの
¥DOTNET¥SMALLディレクトリに収
録しています。

¥MESSAGE
メッセージの表示

¥ADDPANEL
StatusBarコントロールへのパネルの追加

¥PANELPROPERTY
StatusBarPanelのプロパティ利用例

¥PROGRESS
進行状況の表示

¥OWNERDRAW
オーナー描画のサンプル

★ ★

✓

本連載は、Visual Basic .NET（以

下VB.NET）の標準コントロールに

スポットを当て、とことん使い込ん

で、その機能や役割を探ってゆき

ます。

今回はコントロールとしてはあ

まり目立ちませんが、アプリケーシ

ョンに関するさまざまな情報を表

示するために使われる、「StatusBar

コントロール」について見てゆくこ

とにしましょう。

また、それに関連して（いるかど

うかは別として……）、「Progress

Barコントロール」と「Timerコン

トロール」も取り上げてみようと思

います。

StatusBar
コントロール

StatusBarコントロールは、“ステ

ータス＝状況”という言葉そのま

まに「アプリケーションの現在の状

況を表示する」ために使用されま

す。

普段はあまり気が付きませんが、

注意して見てみると、いろいろな

Windowsアプリケーションにさま

ざまなStatusBarが実装されていま

す。そして、そのStatusBarがいろ

いろな情報を表示してくれている

ことに気が付くでしょう（図1）。

メッセージの
表示

StatusBarコントロールにメッセ

ージを表示するのは、Textプロパ

ティへ文字列を設定するだけなの

で、極めて簡単です。

リスト1は、フォームに配置した

各コントロール上でマウスポインタ

が停止すると、StatusBarコントロ

ールにコントロール名を表示する

サンプルです。そして、図2はその

実行画面です。

なお、後述するShowPanelsプロ

パティを「True」に設定した場合、

Textプロパティで設定した文字列

の表示は行なわれなくなりますの



StatusBarコントロール
～ProgressBarコントロール、Timerコントロール

Sm
allP

artsP
ro

g
ram

m
in

g

dotNET Magazine 2004 Mar. 103

で、注意してください。

StatusBarコントロールの
プロパティ

StatusBarコントロール自体には、これといって目立

ったプロパティはありません。これは、このコントロー

ルに必要な機能が、後述するStatusBarPanelオブジェク

トに集約されているためです。強いてあげるとすれば、

SizingGripプロパティでしょうか？

SizingGripプロパティは、StatusBarコントロールが貼

られたフォームのサイズを、ユーザーが変更できるか否

かを、StatusBarの右端に表示されるグリップによって

視覚的に表示するためのものです。

フォームのFormBorderStyleプロパティが「Form

BorderStyle.Dialog」などの、サイズを変更できない設

定になっている場合には、フォームのサイズが変更でき

ないことをユーザーにわかるようにする必要があります。

このようなときに、SizingGripプロパティを「False」に

設定し、サイズ変更グリップを表示しないようにするこ

とができます（図3）。

パネルの追加

StatusBarコントロールには、複数の状況を表示する

ために表示を区切るパネルを追加することができます。

StatusBarコントロールへパネルを追加するには、

Panelsプロパティ［注1］のAddメソッドを使用します。Add

メソッドの引数には、パネルに表示する文字列、あるい

はStatusBarPanelオブジェクトのインスタンスを作成し

てそれを指定します。

また、PanelsプロパティのAddRangeメソッドを使用

すれば、複数のパネルを一度に作成することが可能です。

AddRangeメソッドの引数には、StatusBarPanelオブジ

ェクトの配列を指定します。

リスト2は、これらの方法でStatusBarコントロールに

パネルを追加するサンプルで、図4はその実行画面です。

図1：さまざまなStatusBar
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図2：メッセージの表示

Private Sub Control_MouseHover(ByVal sender As Object, _
ByVal e As System.EventArgs) Handles Label1.MouseHover, _
TextBox1.MouseHover, Button1.MouseHover

Dim ctrl As Control
ctrl = CType(sender, Control)

StatusBar1.Text = "これは " & ctrl.Name & " です。"
End Sub

リスト1：StatusBarコントロールへのメッセージの表示（サンプル
Message）

図3：SizingGripプ
ロパティとサイズ変
更グリップ

SizingGrip = True

サイズ変更可

SizingGrip = False

サイズ変更不可

注1）StatusBarコントロール内のパネルのコレクションを表わすStatus
BarPanelCollectionクラスを参照するプロパティです。

図4：パネルの追加




